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□第 14回夏の学校を今年も大船渡で開催□　

≪ 特集 : 第 14 回夏の学校  in  大船渡≫

2013 年夏の学校 in 大船渡　参加者集合写真

　今年も昨年からひき続き被災地の岩手県大船
渡市で 9 月 3-6 日 (3 泊 4 日 ) に開催しました。
琉球大学から日本女子大学まで各地の 12 大学
38 名 ( うち女 26 名、男 12 名、院生 1 名 ) が参
加し、教員スタッフも 7 名が参加しました。被
災地は草原が広がったままで、仮設住宅も転出
できた被災者はまだまだ少ないですが、一部で
は道路や BRT、巨大防波堤の建設が進められて
います。また、浸水 区域の嵩上げや高台移転の
ための山を削る造成などふるさとの様子が一変
するようなとてつもない工事が始まっています。
一方で、被災遺構が次々と姿を消しつつ あり、
今回の夏の学校はそれらの最後の姿を脳裏に刻
む機会ともなりました。学生たちは 変わりゆく
被災地の現実に精一杯取り組んで、多くのもの
を学んでくれたようです。


